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◆
い
さ
ま
メ
ー
ル
（
座
間
市
緊

急
情
報
「
い
さ
ま
メ
ー
ル
」
）

　

避
難
先
、
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
緊
急
情
報
を
配
信
し
て
い

ま
す
。登
録
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ（w

w
w
.anshin－bousai.net/za

m
a/

） 
ま
た
は
下 

図
の
２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
登
録
費
用　

無
料
（
通
信
料

な
ど
は
利
用
者
負
担
）

○
登
録
方
法　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
携
帯
電
話
な
ど
で
登
録

　

※
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
の
設
定

な
ど
を
し
て
い
る
と
受
信
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
県
央
相
模
川
サ
ミ
ッ
ト
水
害

対
策
ポ
ー
タ
ル
ペ
ー
ジ

　

相
模
川
に
隣
接
す
る
６
市
町

村
で
は
、
市
境
に
お
住
ま
い
の

方
な
ど
に
適
切
な
情
報
を
提
供

す
る
た
め
の
広
域
連
携
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で

は
各
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
浸

水
想
定
区
域
）
へ
の
リ
ン
ク
、

　

４
月
か
ら
、児
童
福
祉
法
等
の

改
正
法
が
施
行
さ
れ
、
親
な
ど

が
子
ど
も
に
対
し
て「
し
つ
け
」

と
称
し
て
体
罰
を
加
え
て
は
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
ら
は
全
て
「
体
罰
」

で
す
。

　●
 

何
度
も
言
葉
で
注
意
し
た

が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の

で
、
頬
を
叩
い
た
。

　●
 

い
た
ず
ら
を
し
た
の
で
、

長
時
間
正
座
を
さ
せ
た
。

　●
 

宿
題
を
し
な
か
っ
た
の
で
、

夕
食
を
与
え
な
か
っ
た
。

　

子
ど
も
は
相
手
に
自
分
の
考

え
や
気
持
ち
を
受
け
止
め
て
も

ら
う
こ
と
で
、
大
切
に
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
、
落
ち
着
き
が
出

て
き
ま
す
。
子
ど
も
に
問
い
掛

け
や
相
談
を
し
な
が
ら
、
一
緒

に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え

ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
を
頑
張
る
の
は
と
て

も
大
変
な
こ
と
で
す
。
子
育
て

の
大
変
さ
を
保
護
者
だ
け
で
抱

え
る
の
で
は
な
く
、
小
さ
な
こ

と
で
も
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

子
育
て
の
相
談
窓
口
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
政
策
課　

1
０
４
６（
２

５
２
）
８
０
２
６
（
平
日
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
）

３０

１５

ネ
ウ
ボ
ラ
ざ
ま
り
ん
（
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

1
０
４
６
（
２
５
２
）
７
７
７

６
（
平
日
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時　

分
）

１５

厚
木
児
童
相
談
所　

1
０
４
６

（
２
２
４
）
１
１
１
１
（
平
日

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分
）

子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番　

1

０
４
６
６
（
８
４
）
７
０
０
０

（
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
）

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル　

1
１
８
９（　

時
間
受
付
）

２４

か
な
が
わ
子
ど
も
家
庭
１
１
０

番
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

（
月
曜
〜
土
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
）

※
下
図
の
２
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
突
発
的
な
大
雨
や
台
風
な
ど
の
風

水
害
が
多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。
市
内
で
は
、
相
模
川
・
鳩

川
・
目
久
尻
川
の
洪
水
や
、
崖
崩
れ
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

風
水
害
に
対
す
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
気
持
ち
・
考
え
に

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う

持持持持持持持持持持持
ちちちちちちちちちちち
出出出出出出出出出出出
ししししししししししし
品品品品品品品品品品品
ののののののののののの
準準準準準準準準準準準
備備備備備備備備備備備

◆
充
電
池
の
準
備
は
で
き
て
い

ま
す
か

　

近
年
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
避

難
所
で
は
充
電
の
問
題
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
通
話
だ

け
で
は
な
く
、
情
報
収
集
に
も

使
わ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
充

電
池
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

◆
感
染
症
予
防
の
準
備
を
忘
れ

ず
に

　

避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
を
防
ぐ

た
め
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体

温
計
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

風風風風風風風風風風風
水水水水水水水水水水水
害害害害害害害害害害害
へへへへへへへへへへへ
ののののののののののの
日日日日日日日日日日日
常常常常常常常常常常常
ののののののののののの
備備備備備備備備備備備
えええええええええええ

　

雨
水
の
排
水
の
障
害
や
倒
木

を
防
ぐ
た
め
、
普
段
か
ら
側
溝

の
清
掃
や
庭
木
な
ど
の
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

大大大大大大大大大大大
雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨
ががががががががががが
降降降降降降降降降降降
っっっっっっっっっっっ
ててててててててててて
ききききききききききき
たたたたたたたたたたた
ららららららららららら

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
の
情
報
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

風
水
害
の
時
に
市
か
ら
発
令

す
る
避
難
情
報
は
、
次
の
区
域

内
に
居
住
し
て
い
る
方
が
対
象

で
す
。

▽
洪
水
の
恐
れ
が
あ
る
時
＝
相

模
川
・
鳩
川
・
目
久
尻
川
の
洪

水
浸
水
想
定
区
域
内
に
居
住
し

て
い
る
方

▽
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
時

＝
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
居

住
し
て
い
る
方

　

各
区
域
の
詳
細
は
、市
防
災
対

策
総
合
ガ
イ
ド
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
担

当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

原則避難の必要はないが、周りと比べ低い
土地、崖のそばの場合は市の避難情報を参
考に必要に応じて行動 

土砂災害が起きても上層階にとどまり安全
確保ができる、浸水しても水が引くまで我
慢できる、水や食糧などの備えが十分にあ
るような場合はとどまって避難する事も可 

安全な場所に住む
親戚や知人宅へ避
難 

市が開設する指定
緊急避難場所や安
全な区域、建物の
２階以上に避難 

安全な場所に住む
親戚や知人宅へ避
難 

市が開設する指定
緊急避難場所や安
全な区域、建物の
２階以上に避難 

自分または家族に避難に 
時間がかかる人が 

避難準備・高齢者等避難開始
（警戒レベル３）が発令 

避難勧告 
（警戒レベル４）が発令 

安全な場所に住んでいる親戚や知人が 安全な場所に住んでいる親戚や知人が 

自宅が洪水浸水想定区域内 
または土砂災害警戒区域内に 

ある 

いる 

いる いない いない いる 

ない 

いない 

例外 

担
当 

危
機
管
理
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
3
9
5

 

5
0
4
6（
2
5
2
）7
7
7
3

台台台台台台台台台台台
風風風風風風風風風風風
ななななななななななな
どどどどどどどどどどど
ののののののののののの

風風風風風風風風風風風
水水水水水水水水水水水
害害害害害害害害害害害
ににににににににににに
備備備備備備備備備備備
えええええええええええ
ててててててててててて

担
当 

子
ど
も
政
策
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
0
2
6

 

5
0
4
6（
2
5
5
）5
0
8
0

体体体体体体体体体体体
罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰罰
ににににににににににに
よよよよよよよよよよよ
ららららららららららら
ななななななななななな
いいいいいいいいいいい
子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育
ててててててててててて

子
育
て
に
関
す
る

連
絡
・
相
談
先

避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難
施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設
ととととととととととと
感感感感感感感感感感感
染染染染染染染染染染染
症症症症症症症症症症症

　

避
難
所
な
ど
、
市
が
設
置
す

る
避
難
施
設
は
、
密
接
・
密
集
・

密
閉
の
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

過
去
の
災
害
で
も
、
避
難
所
で

感
染
症
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
避
難
施
設
の
環

境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
収
束
し
て
い
な
い
現
在
、
災

害
時
の
避
難
先
と
し
て
、
安
全

な
場
所
に
住
む
親
戚
や
知
人
宅

へ
の
避
難
に
つ
い
て
も
想
定
し
、

備
え
ま
し
ょ
う
。

避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難
所所所所所所所所所所所
ととととととととととと
指指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定定
緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
急急急急急急急急急急急
避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難
場場場場場場場場場場場
所所所所所所所所所所所

　

地
震
や
風
水
害
な
ど
で
避
難

の
必
要
が
あ
る
場
合
、
洪
水
や

土
砂
災
害
の
危
険
か
ら
一
時
的

に
避
難
す
る
「
指
定
緊
急
避
難

場
所
」
と
自
宅
の
被
災
に
よ

っ
て
居
住
が
で
き
な
い
方
が

一
定
期
間
生
活
す
る
「
避
難

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
避
難

所
・
指
定
緊
急
避
難
場
所
の

開
設
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
い
さ
ま
メ
ー
ル
を
ご

覧
に
な
る
か
、
担
当
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

い
ず
れ
の
場
所
も
配
慮
を
要

す
る
方
が
避
難
す
る
場
合
は

必
ず
家
族
と
一
緒
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
避
難
所
運
営
委
員
会
と
は

避
難
所
を
開
設
し
被
災
者
へ

運
営
を
円
滑
に
引
き
継
ぐ
こ
と

を
目
的
に
、
自
治
会
、
自
主
防

災
組
織
、
地
域
の
方
を
中
心
に

構
成
す
る
組
織
で
す
。

避難所と指定緊急避難場所
指定緊急避難場所避難所名　称
迫りくる災害から命
を守るために一時的
に避難する場所

被災によって自宅に居
住できなくなった方が
一定期間生活する場所

どんな場所か

避難情報や自己判断
で避難したとき

自宅が被災し、居住で
きなくなったときいつ利用するか

なしあり飲食物の提供支援
不可（短時間の開設
で早期に通常利用す
るため）

可（衛生面などに配慮
することが条件）ペット持ち込み

なし避難所運営委員会※組織

大
雨
・
避
難
情
報
を
提
供
す
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
リ
ン
ク
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
県
央
相
模
川
サ

ミ
ッ
ト
水
害
関
連
ポ
ー
タ
ル
ペ

ー
ジ
（w

w
w
.city.zam

a.ka

nagaw
a.jp/w

w
w
/contents

/１５８０７１３４４４６３３
/index.h

tm
l

）
ま
た
は
下

図
の
２
次
元
バ
ー

コ
ー
ド
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。


